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20.外科治療を要した心タンポナーデ2偶
青椀光生，伊東範行，野2照義
(千葉県救急医療センター)
胸部打撲後， Shoc註となった。当初は x-pで異常な
し，その後血腕となれ関胞の結果左房破裂を確認した。 
2{碍iヨ泣， ECG，ECOH X-Pで確診できず， CO 1.7 
l/min，CVP 19cmH20 s干麗大，頚部静脈怒張を呈した。
まもなく Shockとなり，心マッサ}ジをするも効なく， 
pericardotomy主主行，約150mlの車塊を除去，救命した。
大動脈造影にて動探撞を確認した急性心タンポナーデの
診断治療上，理学所見の重要性を強張した。 
21.急性動脈罰塞症の治憲
鈴木亮二，松本京一，石川隆一，三沢欝文，
野口照義 (千葉県救急医療センター)
急f生動蔀閉塞症23例を経験した。動脈硬化・心疾患に
起因するもの17例，外傷性4例，医罪性2例である。合
併症をしっかり把握し総合的な治療を行なう事が予後向
著明な好酸球増多を伴って肝膿蕩をきたした症例につ
いて，免疫学的検索の結果肝蛭症と診断し，接部CTス
キャンによ担治療効果を観察し得た。虫卵が検出されな
い肝寝入場のZ干蛭症においては，本例の如く免疫学的診
醗法が有効であ安，肝内所見の追跡の方法として腹部 
CTスキャン辻非常に有用であった。 
24.藤原病の腕病変(呼吸機能検査を中心として)
斉藤腸久，吉田象二，山口 一
諸播芳夫 〈旭中央・内科) 
SLE・PSS・DM.UCTDの肺病変を呼吸機能検査
を中心として検討した。結果:!①高率に蹄機能異常が認
められた。窃その主たるものは， %DLCO，AaD02，弘 
VCであった。閉塞性障害は殆どなかった。苦言 DMで
は，砲と異なり， DLCO 低下は，抵旗度であった。@
総じて， DL抵下を主徴とする肺病変と， AaD02関大
を主徴とする肺病変が，重要な意味を持っと考えられた。 
25.跨病変を主徴としたウヱジナー肉芽撞症の 1椀
上のための要件である。合わせて大動Hm癌19例の治療経 申也，明星志貴夫()!1鉄・内科)11s3持 
験を報告する。 
22.高齢者の気絢
松本明石，武野良仁〈日産玉)11) 
70歳以上の気胸症例について，主として若年者の気胞
と比較しながら検討した。
男女比が 9: 1で圧僚的に男性に多いことや，ヤセ型
の体型が多いことなど，若者の気胸と共遥点がある。
又， bul1aや blebが35ヲもにみられることより，発生原
因にも共通点があ担そうだ。
しかし，若者と異払呼吸器系の基礎疾患が多く，重
症例も多いことは特に袷接面で注意を要する。開絢衡な
どの過大な侵襲はできるだけ避けたい。持続吸引でも，
経過中の膿胸，百市炎などに注意を要する。
老人の気胞は続発性気鞠が多く，若者の特発性気胸と
は異なってみえる。しかし，共通点も多く，これらを検
言守することにより特発性気絢の原因解明にもつながるで
あろう。 
23.好酸球増多を倖った肝姪症の 1例
揚口恭札永井 j現林良明，杉田周次郎，
井関徹 (沼津市立・内科)
小林仁，金沢課 (千大・寄生虫)
横須賀収 〈同・一内)
田中文隆 (千葉東)
謹診レ線で右上肺野に胸部異常影を指播され6ケ丹後
同部位に空掘を有する題癌影出現。咳を主訴に入院。姉
癌及び、肉芽麗を疑ったが，気管支鏡擦退結抱診では悪註
細抱陰性，結核菌陰性。抗結核療法でも改善をみないた
め，試験開胸を兼ね左上葉切除術施行。組識学的にウェ
ジナー肉芽彊症と診断されたc手衛後 3ヶ月，節炎で死
亡。剖検でも腎病変なく限局型ウェジナー肉芽腫症だっ
たが，確診には組織生検特に試験開胞が必要と思われた。 
26.メジロiこよる過敏性肺膜炎の夫婦傍
国友史雄，吉田 垣(成田赤十字・内科)
鳩異文彦〈千大・三内)秋元敏佑(詞・二内)
症例:55歳男性， 55歳女性，夫婦
患者夫嬬は昭和51年メジロによる過敏性肺臓炎の疑い
で治療を受け，メジロの飼育を禁止された。昭和57年メ
ジロを飼育した所，夫婦共に発熱，謹性咳轍，労作時呼
吸菌難が出現，胸部X線で両側下姉に粒状詮影，持束性
換気障害，血捜検査上炎症反応，免疫グロプリンの上昇
を認め，これらの所見はメジロよりの隔離で改善し，又
メジロの排世物の沈降抗体を認めたので報告した。
